
合
組
生
衛
区
地
戸
坂 常

任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
産
業
委
員
会

町
の
財
政
事
情
を
調
査

調
査
事
項

⑴
一
般
会
計
の
地
方
債

　残
高
の
状
況
な
ど
財
政

　に
つ
い
て

⑴
一
般
会
計
の
地
方
債

　残
高
の
状
況
な
ど
財
政

　に
つ
い
て

　
令
和
元
年
８
月
16
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
執
行
部
か
ら
の
説
明
で
、

①
地
方
債
の
概
要

②
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
政

措
置

③
地
方
債
残
高
の
推
移

④
地
方
交
付
税
に
よ
る
需
要

額
に
参
入
さ
れ
る
地
方
債

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
政

措
置
で
は
、
国
が
毎
年
度
政

策
を
も
っ
て
地
方
財
政
計
画

を
立
て
て
、
そ
の
意
向
に

沿
っ
た
も
の
で
な
い
と
地
方

債
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
学
校
施
設
の
耐
震
化
事

業
」
な
ど
は
タ
イ
ム
リ
ー
に

発
行
で
き
た
こ
と
な
ど
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
地
方
債
残
高
の
推
移
で
は
、

平
成
21
年
度
28
億
円
台
、
平

成
30
年
度
は
64
億
５
６
０
０

万
円
と
増
加
し
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
に
よ
る
需
要

額
算
入
さ
れ
る
地
方
債
で
は
、

町
で
発
行
し
た
公
共
事
業
等

債
や
学
校
教
育
施
設
等
整
備

事
業
債
、
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
や
一
部
事
務
組
合
が
発

行
し
た
地
方
債
の
町
負
担
分

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
と
普
通
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
違

い
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
宅
地

造
成
に
か
か
る
区
画
整
理
事

業
費
は
、
普
通
会
計
に
入
り

ま
す
。

　
公
営
事
業
と
し
て
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
。

　
公
営
企
業
と
し
て
水
道
事

業
会
計
が
あ
り
、
公
営
企
業

に
近
い
下
水
道
事
業
と
し
て

集
落
排
水
、
浄
化
槽
設
置
管

理
事
業
特
別
会
計
が
あ
り
ま

す
。

町
か
ら
示
さ
れ
た
財
政
の
資
料

福
祉
文
教
委
員
会

令
和
３
年
に

国
指
定
史
跡
化
を
目
指
す

調
査
事
項

⑴
南
比
企
窯
跡
群
国
指
定

　史
跡
化
に
つ
い
て

⑴
南
比
企
窯
跡
群
国
指
定

　史
跡
化
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
８
月
８
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
遺
跡
を
保
存
・
活
用
す
る

た
め
、
平
成
21
年
度
よ
り

「
南
比
企
窯
跡
群
」
の
国
指

定
史
跡
化
に
取
り
組
み
、
令

和
３
年
７
月
に
国
の
告
示
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
約
２
０
０
年
と
い
う
非
常

に
長
期
間
に
わ
た
り
、
須
恵

器
と
呼
ば
れ
る
灰
色
の
土
器
、

国
分
寺
の
瓦
、
周
辺
の
古
代

寺
院
等
の
瓦
を
大
量
に
生
産

し
て
い
た
こ
と
。
武
蔵
国
21

郡
中
16
郡
名
を
記
し
た
文
字

瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
。

律
令
制
の
成
立
と
崩
壊
を
物

語
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
等
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
指
定
候
補
遺
跡
の
規
模
や

年
代
を
確
認
す
る
た
め
の
調

査
や
出
土
遺
物
の
整
理
作
業
、

『
新
沼
窯
跡
発
掘
調
査
報
告

書
』
の
刊
行
、
指
定
範
囲
の

境
界
確
定
の
た
め
の
踏
査
、

『
南
比
企
窯
跡
群
総
括
報
告

書
』
に
掲
載
す
る
写
真
図
版
、

遺
物
観
察
表
が
ほ
ぼ
終
了
し

て
い
ま
す
。

　
南
比
企
窯
跡
群
の
特
色
を

活
か
し
、
そ
の
魅
力
や
価
値

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
地

域
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
永
く
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
史
跡
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
委
員
よ
り
次
の
よ
う
な
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
北
部
地
域
活
性
化
事
業

に
お
け
る
町
道
第
１
号
線
整

備
事
業
、
泉
井
交
流
体
験
エ

リ
ア
と
遺
跡
の
エ
リ
ア
が
重

複
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

問
題
点
は
事
前
に
ク
リ
ア
で

き
て
い
る
か
。

答
　
町
道
は
町
民
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
。
遺
跡
を

最
大
限
保
存
す
る
た
め
、
施

設
を
文
化
庁
等
と
協
議
し
た

場
所
に
配
置
変
え
を
し
た
。

問
　
国
指
定
史
跡
化
に
当

た
っ
て
、
早
急
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
北
部
地

域
活
性
化
事
業
と
、
こ
の
取

り
組
み
を
関
連
さ
せ
て
計
画

を
し
て
い
く
の
か
。

答
　
縦
割
り
で
は
な
く
横
の

連
携
を
し
な
が
ら
、
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
民
の
方
、
町
外
の
方
に
も

南
比
企
窯
跡
群
を
知
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
、
質
問
、
要
望
に
丁

寧
に
お
応
え
い
た
だ
き
、
調

査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の

２
議
案
で
、
い
ず
れ
も
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
毛
呂
山
町
の
小

峰
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
の
測
定
で
「
ば
い
じ

ん
」
が
基
準
値
を
超
え
た
た

め
、
焼
却
運
転
を
停
止
し
ま

し
た
が
、
８
月
に
は
再
開
し

て
い
ま
す
。
修
繕
に
は
多
額

の
資
金
を
要
す
る
た
め
、
今

後
は
脱
水
汚
泥
、
し
渣
を
外

部
搬
出
に
よ
り
処
分
す
る
予

定
で
す
。

西
部
環
境
保
全
組
合

　
７
月
３
日
に
第
１
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
鶴
ヶ
島
市
の
山
中

議
員
、
副
議
長
に
毛
呂
山
町

の
岡
野
議
員
が
当
選
さ
れ
、

監
査
に
鳩
山
町
の
小
鷹
議
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
補
正
予
算
と

平
成
30
年
度
決
算
で
、
す
べ

て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
の
ご
み
処
理
実
績
は
、

家
庭
系
ご
み
３
万
５
８
７
ト

ン（
前
年
度
比
０
・
24
％
増
）

ひ
と
り
１
日
当
た
り
の
排
出

量
は
構
成
市
町
の
中
で
、鳩

山
町
が
一
番
多
い
現
状
で
す
。

　
８
月
20
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
議
長
に
鳩
山
町
の
日
坂

議
員
が
当
選
さ
れ
、
監
査
委

員
に
越
生
町
の
新
井
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
の
改
正
が
３
件
、
補
正
予

算
１
件
、
決
算
認
定
１
件
で
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
17
日
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
条
例
の
改
正
が

１
件
で
、
慎
重
審
議
の
結
果

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
議
会
議
長
選
挙
、
監

査
委
員
の
選
任
が
あ
り
、
議

長
に
は
毛
呂
山
町
の
高
橋
議

員
が
当
選
さ
れ
、
監
査
委
員

は
、
鳩
山
町
の
森
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
22
日
に
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年

度
決
算
、
令
和
元
年
度
補
正

予
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

西
入
間
広
域
消
防
組
合

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

　
　公
共
下
水
道
組
合

れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
議
会
副
議
長

に
越
生
町
の
宮
﨑
議
員
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平

成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
一
般
会
計
補
正
予

算
、
監
査
委
員
選
任
の
３
件

で
し
た
。

　
３
議
案
す
べ
て
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

組
合
議
長
に
越
生
町
の
木
村

議
員
、
副
議
長
に
鶴
ヶ
島
市

の
山
中
議
員
が
当
選
さ
れ
、

監
査
委
員
に
毛
呂
山
町
の
高

橋
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
坂
戸
市
が
組
合

に
加
入
し
、
坂
戸
市
負
担
に

よ
る
環
境
整
備
、
道
路
工
事

も
完
了
し
た
旨
、
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、斎
場
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

火
葬
件
数
は
、
１
８
８
７
件

で
鳩
山
町
は
１
５
５
件
で
し

た
。 広

域
静
苑
組
合

　はとやま議会だよりNo.14615 14はとやま議会だよりNo.146　

昭和25年に県指定を受けた石田遺跡内

町
の
事
業
を
他
の
市
町

と
共
同
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

一
部
事
務
組

合
議
会
報
告

新
ご
み
焼
却
施
設
の
進
入
路

名称 歳入額 歳出額 町負担額 借入残高 基金残高

坂戸地区衛生組合

埼玉西部環境保全組合

西入間広域消防組合

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

 広域静苑組合

合計

平成30年度一部事務組合の決算状況

※万円以下は四捨五入

2億6,752万円

24億1,480万円

12億3,049万円

15億5,899万円

19億7,222万円

74億4,402万円

2億4,888万円

22億7,477万円

12億1,411万円

14億725万円

15億2,856万円

66億7,357万円

2,459万円

1億9,994万円

2億8,068万円

1億4,164万円

1,686万円

6億6,371万円

6,250万円

13億2,370万円

5億8,060万円

55億3,426万円

13億9,294万円

88億9,400万円

3,00１万円

22億744万円

9,304万円

0

4,101万円

23億7,150万円
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和
元
年
８
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16
日
、
所

管
事
務
調
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を
実
施
し
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し

た
。

　
執
行
部
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の
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①
地
方
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②
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も
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で
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０
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に
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業
と
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保
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護
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
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会
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が
あ

り
ま
す
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公
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業
と
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て
水
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事

業
会
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が
あ
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、
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に
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下
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道
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て
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排
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置
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業
特
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会
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あ
り
ま

す
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町
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ら
示
さ
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た
財
政
の
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福
祉
文
教
委
員
会

令
和
３
年
に

国
指
定
史
跡
化
を
目
指
す

調
査
事
項

⑴
南
比
企
窯
跡
群
国
指
定

　史
跡
化
に
つ
い
て

⑴
南
比
企
窯
跡
群
国
指
定

　史
跡
化
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
８
月
８
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
遺
跡
を
保
存
・
活
用
す
る

た
め
、
平
成
21
年
度
よ
り

「
南
比
企
窯
跡
群
」
の
国
指

定
史
跡
化
に
取
り
組
み
、
令

和
３
年
７
月
に
国
の
告
示
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
約
２
０
０
年
と
い
う
非
常

に
長
期
間
に
わ
た
り
、
須
恵

器
と
呼
ば
れ
る
灰
色
の
土
器
、

国
分
寺
の
瓦
、
周
辺
の
古
代

寺
院
等
の
瓦
を
大
量
に
生
産

し
て
い
た
こ
と
。
武
蔵
国
21

郡
中
16
郡
名
を
記
し
た
文
字

瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
。

律
令
制
の
成
立
と
崩
壊
を
物

語
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
等
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
指
定
候
補
遺
跡
の
規
模
や

年
代
を
確
認
す
る
た
め
の
調

査
や
出
土
遺
物
の
整
理
作
業
、

『
新
沼
窯
跡
発
掘
調
査
報
告

書
』
の
刊
行
、
指
定
範
囲
の

境
界
確
定
の
た
め
の
踏
査
、

『
南
比
企
窯
跡
群
総
括
報
告

書
』
に
掲
載
す
る
写
真
図
版
、

遺
物
観
察
表
が
ほ
ぼ
終
了
し

て
い
ま
す
。

　
南
比
企
窯
跡
群
の
特
色
を

活
か
し
、
そ
の
魅
力
や
価
値

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
地

域
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
永
く
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
史
跡
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
委
員
よ
り
次
の
よ
う
な
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
北
部
地
域
活
性
化
事
業

に
お
け
る
町
道
第
１
号
線
整

備
事
業
、
泉
井
交
流
体
験
エ

リ
ア
と
遺
跡
の
エ
リ
ア
が
重

複
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

問
題
点
は
事
前
に
ク
リ
ア
で

き
て
い
る
か
。

答
　
町
道
は
町
民
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
。
遺
跡
を

最
大
限
保
存
す
る
た
め
、
施

設
を
文
化
庁
等
と
協
議
し
た

場
所
に
配
置
変
え
を
し
た
。

問
　
国
指
定
史
跡
化
に
当

た
っ
て
、
早
急
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
北
部
地

域
活
性
化
事
業
と
、
こ
の
取

り
組
み
を
関
連
さ
せ
て
計
画

を
し
て
い
く
の
か
。

答
　
縦
割
り
で
は
な
く
横
の

連
携
を
し
な
が
ら
、
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
民
の
方
、
町
外
の
方
に
も

南
比
企
窯
跡
群
を
知
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
、
質
問
、
要
望
に
丁

寧
に
お
応
え
い
た
だ
き
、
調

査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の

２
議
案
で
、
い
ず
れ
も
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
毛
呂
山
町
の
小

峰
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
の
測
定
で
「
ば
い
じ

ん
」
が
基
準
値
を
超
え
た
た

め
、
焼
却
運
転
を
停
止
し
ま

し
た
が
、
８
月
に
は
再
開
し

て
い
ま
す
。
修
繕
に
は
多
額

の
資
金
を
要
す
る
た
め
、
今

後
は
脱
水
汚
泥
、
し
渣
を
外

部
搬
出
に
よ
り
処
分
す
る
予

定
で
す
。

西
部
環
境
保
全
組
合

　
７
月
３
日
に
第
１
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
鶴
ヶ
島
市
の
山
中

議
員
、
副
議
長
に
毛
呂
山
町

の
岡
野
議
員
が
当
選
さ
れ
、

監
査
に
鳩
山
町
の
小
鷹
議
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
補
正
予
算
と

平
成
30
年
度
決
算
で
、
す
べ

て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
の
ご
み
処
理
実
績
は
、

家
庭
系
ご
み
３
万
５
８
７
ト

ン（
前
年
度
比
０
・
24
％
増
）

ひ
と
り
１
日
当
た
り
の
排
出

量
は
構
成
市
町
の
中
で
、鳩

山
町
が
一
番
多
い
現
状
で
す
。

　
８
月
20
日
、
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
議
長
に
鳩
山
町
の
日
坂

議
員
が
当
選
さ
れ
、
監
査
委

員
に
越
生
町
の
新
井
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
の
改
正
が
３
件
、
補
正
予

算
１
件
、
決
算
認
定
１
件
で
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
17
日
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
条
例
の
改
正
が

１
件
で
、
慎
重
審
議
の
結
果

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
議
会
議
長
選
挙
、
監

査
委
員
の
選
任
が
あ
り
、
議

長
に
は
毛
呂
山
町
の
高
橋
議

員
が
当
選
さ
れ
、
監
査
委
員

は
、
鳩
山
町
の
森
議
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
22
日
に
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年

度
決
算
、
令
和
元
年
度
補
正

予
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

西
入
間
広
域
消
防
組
合

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

　
　公
共
下
水
道
組
合

れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
議
会
副
議
長

に
越
生
町
の
宮
﨑
議
員
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平

成
30
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
一
般
会
計
補
正
予

算
、
監
査
委
員
選
任
の
３
件

で
し
た
。

　
３
議
案
す
べ
て
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

組
合
議
長
に
越
生
町
の
木
村

議
員
、
副
議
長
に
鶴
ヶ
島
市

の
山
中
議
員
が
当
選
さ
れ
、

監
査
委
員
に
毛
呂
山
町
の
高

橋
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
坂
戸
市
が
組
合

に
加
入
し
、
坂
戸
市
負
担
に

よ
る
環
境
整
備
、
道
路
工
事

も
完
了
し
た
旨
、
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、斎
場
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

火
葬
件
数
は
、
１
８
８
７
件

で
鳩
山
町
は
１
５
５
件
で
し

た
。 広

域
静
苑
組
合

　はとやま議会だよりNo.14615 14はとやま議会だよりNo.146　

昭和25年に県指定を受けた石田遺跡内

町
の
事
業
を
他
の
市
町

と
共
同
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

一
部
事
務
組

合
議
会
報
告

新
ご
み
焼
却
施
設
の
進
入
路

名称 歳入額 歳出額 町負担額 借入残高 基金残高

坂戸地区衛生組合

埼玉西部環境保全組合

西入間広域消防組合

毛呂山・越生・鳩山
公共下水道組合

 広域静苑組合

合計

平成30年度一部事務組合の決算状況

※万円以下は四捨五入

2億6,752万円

24億1,480万円

12億3,049万円

15億5,899万円

19億7,222万円

74億4,402万円

2億4,888万円

22億7,477万円

12億1,411万円

14億725万円

15億2,856万円

66億7,357万円

2,459万円

1億9,994万円

2億8,068万円

1億4,164万円

1,686万円

6億6,371万円

6,250万円

13億2,370万円

5億8,060万円

55億3,426万円

13億9,294万円

88億9,400万円

3,00１万円

22億744万円

9,304万円

0

4,101万円

23億7,150万円
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記
後
集
編

QRコードを読み込むと、
議会のホームページが
表示されます

　
議
会
は
執
行
部
の
追
認
機

関
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、町
民
の

声
を
反
映
さ
せ
て
い
く
役
割

を
果
た
す
に
は
、議
員
個
人

の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
６
月
議
会
終
了
後
、議
員

有
志
に
よ
る
勉
強
会
を
発
足

致
し
ま
し
た
。財
政
の
諸
問

題
、
高
齢
化
の
課
題
な
ど
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
を
進

め
、一
般
質
問
に
お
け
る
質
の

向
上
や
、議
員
発
議
を
通
じ

て
、よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
の
提
案
を
進
め
て
い
く
取

り
組
み
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、町
に
対
し

て
声
を
上
げ
て
い
く
鳩
山
町

議
会
に
ご
期
待
を
い
た
だ
き
、

議
会
の
傍
聴
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。  

（
大
賀
）

第
146
号
編
集
委
員

委
員
長
　
大
　
賀
　
広
　
史

委
　
員
　
野
　
田
　
小
百
合

委
　
員
　
松
　
浪
　
健
一
郎

委
　
員
　
小
　
鷹
　
房
　
義

委
　
員
　
中
　
山
　
明
　
美

委
　
員
　
関
　
根
　
清
　
隆

問
題
１

問
題
２

問
題
３

平
成
30
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算
額
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
。

平
成
30
年
度
の
地
方
債
残
高
は
い
く
ら
で
し
ょ
う
。

昨
年
か
ら
広
域
静
苑
組
合
に
加
入
し
た
の
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

50
億
円

55
億
円

62
億
円

28
億
円

45
億
円

64
億
円

坂
戸
市

鶴
ヶ
島
市

東
松
山
市

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

●
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

の
発
表
は
、
次
号
の
議
会

だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

145
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

○
大
豆
戸 

牧
山
　
史
子 

様

○
松
ヶ
丘 

細
野
美
智
代 

様

★
前
号
の
答
え

①
イ
　
②
ロ
　
③
ロ

(

応
募
方
法)

　
は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　
議
会
に
対
し
て
の
ご
意

見
・
ご
感
想
な
ど
も
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

(
あ
て
先)

〒
350-
0392

　
鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　
議
会
事
務
局 
ク
イ
ズ
係

(

締
切) 

11
月
25
日
㈪

　    

（
当
日
消
印
ま
で
有
効
）

　
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。  

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た

〈
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
〉

表
紙
の
写
真

　
台
風
19
号
の
影
響
に

よ
り
、
延
期
が
続
い
て

い
た
鳩
山
幼
稚
園
運
動

会
が
10
月
16
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち

の
笑
顔
が
、
園
庭
い
っ

ぱ
い
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

次
回
12
月
定
例
会
は
12
月
３
日(

火)
か
ら
開
催
予
定
で
す

次
回
12
月
定
例
会
は
12
月
３
日(

火)
か
ら
開
催
予
定
で
す

次
回
12
月
定
例
会
は
12
月
３
日(

火)
か
ら
開
催
予
定
で
す

次
回
12
月
定
例
会
は
９
月
３
日(

火)

か
ら
開
催
予
定
で
す

●
請
願
・
陳
情
は
11
月
25
日
17
時
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
音
声
配
信
を
し
て

い
ま
す
。

　
音
声
配
信
速
報
版
は
翌
日(

休
日
を
除
く)

か

ら
配
信
さ
れ
ま
す
。

●
魅
力
あ
る
鳩
山
町
づ
く
り

に
つ
い
て
、具
体
的
な
議
論

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。発
信
力
の
あ
る
方
に
期

待
し
ま
す
。（
60
代
、初
め
て
、

時
々
）

●
議
員
の
質
問
に
対
す
る
執

行
部
の
答
弁
が
長
す
ぎ
る
。

質
問
や
答
弁
に
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
は
ど
う
か
。議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
検
討
し

て
は
ど
う
か
。（
70
代
以
上
、

６
回
以
上
、毎
回
）

☆
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。議
会
運
営

委
員
会
に
提
案
し
て
み
ま

　
ぜ
ひ
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
よ
う
な
政
策
を
お
願

い
し
た
い
。（
60
代
、初
め
て
、

時
々
）

〈
は
が
き
よ
り
〉

●
町
の
行
事
参
加
に
つ
い
て

議
員
・
行
政
職
員
が
い
ま
い

ち
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

直
接
意
見
交
換
の
場
が
な

い
の
は
残
念
。（
70
代
以
上
）

☆
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
・
は
が
き

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。ご
意
見
は
真

摯
に
受
け
止
め
、議
会
と
政

務
活
動
に
活
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。

9
月
議
会
傍
聴
者
数
　
22
人

9月定例会報告

　30年度一般会計決算認定

　私たちは賛成・反対しました

　町政を問う！一般質問11議員が質問

常任委員会レポート

　
す
。

●
様
々
な
テ
ー
マ
が
取
り
上

げ
ら
れ
、議
員
の
思
い
が
語

ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
こ
に

は
住
民
の
思
い
は
ど
う
な

る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

面
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。住
民
の
政
治
参
加
は

重
要
な
課
題
で
す
。（
70
代

以
上
、６
回
以
上
、毎
回
）

●
滑
川
町
と
同
等
の
支
援
を

早
急
に
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。（
子
育
て
支
援
・
高

齢
者
支
援
等
）（
70
代
以
上
、

６
回
以
上
、毎
回
）

●
日
本
全
国
空
き
家
問
題
の

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。鳩
山
町
で
も
そ
の
対
策

に
尽
力
し
て
い
る
も
の
の
、

（
年
代
、傍
聴
回
数
、議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で
い
る
か
）

ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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